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8
元気で、夢や生き甲斐が持て、安心して暮らせる村をめざして！

赤十字奉仕団による炊き出し 奈良コープによる防災食の試食 地震体験車による地震体験

消火器の取扱訓練 段ボールベッドの展示 災害伝言ダイヤル「１７１」の体験

ＡＥＤ講習 自衛隊による災害派遣用装備品の展示 感震ブレーカーの展示



　
村
民
の
皆
さ
ま
、
日
頃
よ
り
山
添
村
の

ま
ち
づ
く
り
に
温
か
い
ご
理
解
と
ご
協
力

を
賜
り
、
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

厳
し
い
暑
さ
が
続
く
季
節
と
な
り
ま
し
た

が
、村
内
の
山
々
は
深
い
緑
を
湛
え
、田
畑

で
は
稲
が
力
強
く
育
ち
、
夏
の
生
命
力
を

感
じ
る
日
々
で
す
。
自
然
と
と
も
に
暮
ら

す
山
添
村
な
ら
で
は
の
、
豊
か
な
季
節
が

今
年
も
巡
っ
て
き
ま
し
た
。

　
８
月
は
、
古
く
か
ら
日
本
人
が
大
切
に

し
て
き
た「
お
盆
」の
月
で
す
。
山
添
村
で

も
、
各
ご
家
庭
に
そ
れ
ぞ
れ
の
し
き
た
り

や
迎
え
方
が
あ
り
、先
祖
を
敬
い
、感
謝
を

捧
げ
る
文
化
が
受
け
継
が
れ
て
き
ま
し
た
。

ご
先
祖
さ
ま
を
迎
え
る
と
い
う
行
い
は
、

単
な
る
年
中
行
事
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

私

た
ち
が
今
日
こ
こ
で
暮
ら
し
、
家
族
が
あ

り
、地
域
が
あ
り
、村
が
あ
る
こ
と
は
、過

去
の
世
代
が
懸
命
に
生
き
、守
り
、つ
な
い

で
き
て
く
だ
さ
っ
た
結
果
で
す
。
お
盆
は
、

そ
の「
つ
な
が
り
」を
静
か
に
思
い
返
す
大

切
な
時
間
で
す
。
ど
う
か
今
年
も
、
ご
先

祖
さ
ま
を
敬
う
心
、家
族
を
思
う
心
、命
を

受
け
継
ぐ
尊
さ
を
、
次
の
世
代
へ
伝
え
て

い
た
だ
き
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。 

子
ど

山
添
村
の
未
来
を

　
　
　
よ
り
豊
か
に

山
添
村
長  　

野
村 

栄
作

も
た
ち
が「
自
分
の
ル
ー
ツ
を
知
る
こ
と
」

「
家
族
の
歴
史
を
知
る
こ
と
」
を
通
し
て
、

自
分
自
身
を
大
切
に
し
、
他
者
を
思
い
や

る
心
を
育
ん
で
い
け
る
よ
う
、
村
と
し
て

も
地
域
の
伝
統
を
守
り
続
け
て
ま
い
り
ま

す
。

　
一
方
で
８
月
は
、
戦
争
の
記
憶
を
決
し

て
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
月
で
も
あ
り
ま
す
。

１
９
４
５
年
８
月
６
日
、
広
島
に
原
子
爆

弾
が
投
下
さ
れ
、
続
く
９
日
に
は
長
崎
に

も
原
爆
が
落
と
さ
れ
、
多
く
の
尊
い
命
が

一
瞬
に
し
て
奪
わ
れ
ま
し
た
。
戦
後
81
年

が
過
ぎ
ま
し
た
。
当
時
を
知
る
方
々
が
少

な
く
な
る
中
で
、私
た
ち
は「
風
化
さ
せ
な

い
努
力
」
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

平
和
は
、
た
だ
与
え
ら
れ
る
も
の
で
は
な

く
、
守
り
続
け
る
意
思
と
行
動
が
あ
っ
て

初
め
て
成
り
立
つ
も
の
で
す
。
山
添
村
は

小
さ
な
村
で
す
が
、平
和
の
尊
さ
、命
の
重

さ
を
語
り
継
ぐ
責
任
は
、
ど
の
地
域
に
も

等
し
く
あ
り
ま
す
。
村
で
は
、
子
ど
も
た

ち
が
戦
争
の
悲
惨
さ
を
学
び
、
平
和
の
価

値
を
理
解
で
き
る
よ
う
、
教
育
や
地
域
行

事
を
通
じ
て
伝
え
て
い
く
取
り
組
み
を
続

け
て
ま
い
り
ま
す
。
８
月
15
日
は
終
戦
記

念
日
で
す
。
戦
争
で
亡
く
な
ら
れ
た
方
々

に
深
く
哀
悼
の
意
を
表
し
、
静
か
に
祈
り

を
捧
げ
る
日
で
も
あ
り
ま
す
。
戦
争
で
命

を
落
と
さ
れ
た
方
々
の
人
生
に
は
、
家
族

が
あ
り
、夢
が
あ
り
、未
来
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
す
べ
て
が
奪
わ
れ
た
悲
し
み
を
、
私

た
ち
は
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
終
戦
記

念
日
は
、「
平
和
の
大
切
さ
を
改
め
て
胸
に

刻
む
日
」で
あ
り
、「
命
の
尊
さ
を
次
の
世

代
へ
伝
え
る
日
」で
あ
り
、「
戦
争
の
悲
劇

を
繰
り
返
さ
な
い
と
誓
う
日
」
で
す
。
山

添
村
は
、命
を
大
切
に
す
る
村
、平
和
を
守

り
続
け
る
村
で
あ
り
た
い
と
強
く
願
っ
て

い
ま
す
。
村
民
の
皆
さ
ま
が
、
家
族
と
と

も
に
静
か
に
祈
り
を
捧
げ
る
時
間
を
持
っ

て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　
さ
ら
に
８
月
は
、
自
然
の
力
が
大
き
く

働
く
季
節
で
も
あ
り
ま
す
。
近
年
は
豪
雨

や
地
震
、猛
暑
な
ど
、災
害
の
危
険
性
が
高

ま
っ
て
い
ま
す
。
村
と
し
て
も
防
災
体
制

の
強
化
、情
報
発
信
の
迅
速
化
、避
難
体
制

の
整
備
な
ど
、
命
を
守
る
取
り
組
み
を
進

め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
地
域
の
高
齢
化
が

進
む
中
で
、「
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

村
」で
あ
る
こ
と
は
、山
添
村
の
最
も
大
切

な
使
命
で
す
。 

福
祉
の
充
実
、
地
域
の
支

え
合
い
、移
動
手
段
の
確
保
な
ど
、生
活
を

守
る
施
策
を
着
実
に
進
め
て
い
ま
す
。
命

を
守
る
こ
と
は
、
平
和
を
守
る
こ
と
と
同

じ
で
す
。
ど
ち
ら
も
「
人
を
大
切
に
す
る

心
」か
ら
始
ま
り
ま
す
。
山
添
村
は
、華
や

か
な
都
市
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

こ
こ
に
は
他
の
ど
こ
に
も
な
い
価
値
が
あ

り
ま
す
。
静
か
な
自
然
、人
の
温
か
さ
、地

域
の
つ
な
が
り
、そ
し
て
、命
を
大
切
に
す

る
文
化
。
私
は
、
子
ど
も
た
ち
が
こ
の
村

を
誇
り
に
思
い
、大
人
に
な
っ
て
も「
山
添

村
で
育
っ
た
こ
と
が
自
分
の
力
に
な
っ

た
」
と
胸
を
張
れ
る
よ
う
な
村
で
あ
り
た

い
と
願
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
伝

統
を
守
り
、平
和
を
語
り
継
ぎ
、命
を
尊
び
、 

地
域
を
支
え
合
う
村
づ
く
り
を
、
こ
れ
か

ら
も
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
お
盆
を
迎
え

る
こ
の
時
期
、
ど
う
か
ご
家
族
で
静
か
に

語
り
合
う
時
間
を
持
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば

と
思
い
ま
す
。
ご
先
祖
さ
ま
へ
の
感
謝
、

戦
争
で
亡
く
な
ら
れ
た
方
々
へ
の
慰
霊
、

そ
し
て
平
和
へ
の
祈
り
。
そ
の
す
べ
て
が
、

山
添
村
の
未
来
を
よ
り
豊
か
に
す
る
力
に

な
り
ま
す
。
村
民
の
皆
さ
ま
の
健
康
と
安

寧
を
心
よ
り
祈
念
し
、
と
も
に
平
和
を
守

り
、
命
を
大
切
に
す
る
村
を
築
い
て
い
け

る
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。
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問　教育委員会事務局

山添村立山添小中学校「校舎内覧会」を開催します！

　かねてより建設を進めていました山
添小中学校の新校舎が竣工しました。
つきましては、下記の日程にて一般の
方々に公開します。ぜひこの機会に新
しく生まれ変わった温かみのある学び
舎をいち早くご覧ください。
　事前の申し込みは不要です。どなた
でもお気軽にお越しください。

▶日　時　8月 10日（月）・11日（火・祝）　
　　　　　午前 9時～正午
　　　　　※両日とも同時間です
▶場　所　 山添村大字大西 1044番地
▶対　象　どなたでも見学いただけます
▶持ち物　上履き（スリッパなど）、靴袋

完成イメージ図

２階図書ラウンジ

渡り廊下（屋上）
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大和まほろばネットワークの市町村のつながりを深めるために、圏域市町村（天理市・
山添村・川西町・三宅町・田原本町）の情報を、広報誌に隔月で掲載しています。
今月号では、田原本町の情報を紹介します。

大和まほろばネットワークニュース

「ともぱ！たわらもと」で遊ぼう！●  田原本町  ●

　3月にオープンした「ともぱ！たわらもと」は、遊びと防災の
機能をあわせ持つ新しい公園です。
　園内には、広々とした芝生広場を中心に、子どもたちに大人
気の巨大トランポリン「ふわふわドーム」やアスレチック遊
具、年齢や障がいの有無に関わらず楽しめるインクルーシブ
遊具などがあります。
　また噴水エリアもあり、水遊びも楽し
めます。
　遊具の他にかまどベンチなど各種防
災機能も備えており、非常時にも活用で
きるようになっています。

問　ともぱ！たわらもと　田原本町西竹田 279　☎0744-33-1126

噴水

ふわふわ

　ドーム

ちょこっと藤井寺

新コーナー

藤井寺市ってどんなところ？

　昭和 59 年に藤井寺市との友好都市交
流が始まりました。藤井寺市の今！ に注目
し、その魅力を伝えます。

問  魅力発信課
　  ☎072-939-1051

　藤井寺市は、大阪府で１番面積の小さな市で、最大の魅力
は、世界文化遺産に登録された「百舌鳥・古市古墳群」です。
前方後円墳を身近に感じながら暮らせる、全国でも珍しいま
ちです。また、由緒ある寺社や国宝等も数多く残されており、
歴史好きの方が多く訪れます。

　インパクト抜群の外観で、藤井寺市内で発掘された船形埴輪と
修羅をモチーフにしたデザイン。
　アイセルシュラホールは、藤井寺市の歴史・文化・学び・交流の
拠点となる複合施設です。
　展示コーナーでは、７ｍを超える迫力満点の古墳ジオラマや、藤
井寺球場・近鉄球団など、かつてのランドマークについても展示し
ています。国内最大かつ最古級の重要文化財「水鳥形埴輪」は必
見です。１階のウエルカムラウンジでは、地元企業の魅力的なお土
産も多数販売しています。

藤
井
寺
市
は市

制施行６０周年を
迎
え
ま
す

仲哀天皇陵古墳

お互いの広報誌でそれぞれの魅力を発信するコーナーです。

も　ず

ふながた

しゅ　ら

はにわ

みずどりがた はにわ
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議　会
だより 令和８年　第２回

山添村議会定例会の結果
第２回定例会を、６月８日から６月１６日まで９日間の会期で開きました。
条例の一部改正、令和８年度補正予算、工事請負契約、人事、その他の案件が提出され、
採決の結果、全件可決・同意されました。その概要を要約してお知らせします。

問  議会事務局（総務課内）

提
出
議
案
と
そ
の
審
議
内
容

【　
　
条　
例　
　
】

▼
山
添
村
印
鑑
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い

て（
全
会
一
致
で
可
決
）

　
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
が
改
正

さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
個
人
番
号
カ
ー
ド

に
「
在
留
カ
ー
ド
」、「
特
別
永
住
者
証
明

書
」
を
一
体
化
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る

た
め
改
正
を
行
い
ま
し
た
。

▼
山
添
村
立
学
校
設
置
条
例
等
の
一
部
改

正
に
つ
い
て（
全
会
一
致
で
可
決
）

　
や
ま
ぞ
え
小
学
校
及
び
山
添
中
学
校
が

令
和
８
年
９
月
に
移
転
す
る
た
め
の
変
更

及
び
令
和
９
年
４
月
の
義
務
教
育
学
校
の

設
置
に
伴
う
、
関
係
条
例
の
整
備
を
行
い

ま
し
た
。

▼
山
添
村
消
防
団
員
等
公
務
災
害
補
償
条

例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
（
全
会
一
致
で

可
決
）

　
非
常
勤
消
防
団
員
等
に
係
る
損
害
補
償

の
基
準
を
定
め
る
政
令
が
改
正
さ
れ
た
こ

と
に
よ
り
、
非
常
勤
消
防
団
員
等
が
公
務

に
よ
り
、
死
亡
し
た
場
合
に
支
払
う
葬
祭

補
償
費
、
非
常
勤
消
防
団
員
等
に
対
す
る

損
害
補
償
に
係
る
補
償
基
礎
額
・
扶
養
に

係
る
補
償
基
礎
額
が
改
正
さ
れ
こ
と
に
伴

い
改
正
を
行
い
ま
し
た
。

▼
山
添
村
介
護
保
険
条
例
の
一
部
改
正
に

つ
い
て（
全
会
一
致
で
可
決
）

　
介
護
保
険
法
施
行
令
に
規
定
す
る
、保

険
料
算
定
基
準
が
改
正
さ
れ
た
こ
と
に
伴

い
、
不
利
益
が
生
じ
る
被
保
険
者
に
つ
い

て
、
令
和
８
年
度
に
限
り
特
例
の
減
免
を

行
う
た
め
改
正
を
行
い
ま
し
た
。

【　
　
補
正
予
算　
　
】

▼
令
和
８
年
度
山
添
村
一
般
会
計
補
正
予

算（
第
１
号
）に
つ
い
て（
全
会
一
致
で
可

決
）

▼
令
和
８
年
度
山
添
村
国
民
健
康
保
険
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）
に
つ
い
て

（
全
会
一
致
で
可
決
）

※

前
記
補
正
予
算
２
議
案
に
つ
い
て
は
、

一
括
し
て
審
議
。
11
頁
参
照
。

【　
　
契　
約　
　
】

▼
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
（
全

会
一
致
で
可
決
）

契
約
目
的　
山
添
村
簡
易
水
道（
切
幡
地
区
）

　
　
　
　
　
水
道
施
設
改
良
工
事

　
　
　
　
　
（
配
管
そ
の
６
）

契
約
方
法　
指
名
競
争
入
札

契
約
金
額　
９
３
，６
１
０
，０
０
０
円

契
約
相
手

　
　
　
　
山
添
村
大
字
遅
瀬

　
　
　
　
１
２
１
３
番
地
２

　
　
　
　
株
式
会
社
脇
組　

　
　
　
　
代
表
取
締
役　
脇　
義
宣　
氏

工　
期　
契
約
締
結
日
の
翌
日
か
ら

　
　
　
　
令
和
９
年
２
月
26
日
ま
で

▼
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
（
全

会
一
致
で
可
決
）

契
約
目
的　
山
添
村
簡
易
水
道（
菅
生
地
区
）

　
　
　
　
　
水
道
施
設
改
良
工
事

　
　
　
　
　
（
配
管
そ
の
２
）

契
約
方
法　
指
名
競
争
入
札

契
約
金
額　
８
４
，９
２
０
，０
０
０
円

契
約
相
手　

　
　
　
　
山
添
村
大
字
岩
屋

　
　
　
　
１
３
７
０
番
地

　
　
　
　
株
式
会
社
松
下
組

　
　
　
　
代
表
取
締
役　
松
下
博
之　
氏

工　
期　
契
約
締
結
日
の
翌
日
か
ら

　
　
　
　
令
和
９
年
２
月
26
日
ま
で

【　
　
人　
事　
　
】

▼
農
業
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
き
同
意

を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て
（
全
会
一
致
で

同
意
）

　
・
田
中　
毅　
氏　
〔
的
野
〕

　
・
窪
田
優
子　
氏　
〔
峰
寺
〕

　
・
今
中
平
和　
氏　
〔
北
野
〕

　
・
奥
村
善
民　
氏　
〔
菅
生
〕

　
・
永
尾
豊
和　
氏　
〔
西
波
多
〕

　
・
寺
谷
充
升　
氏　
〔
中
峰
山
〕

　
・
奥
中
宏
明　
氏　
〔
広
代
〕

　
・
吉
住
孝
子　
氏　
〔
吉
田
〕

　
・
和
田
成
信　
氏　
〔
片
平
〕

　
・
辻　
幸
子　
氏　
〔
勝
原
〕

　
・
福
山
博
一　
氏　
〔
岩
屋
〕

　
・
川
畑
和
之　
氏　
〔
切
幡
〕
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・
中
村
敏
一　
氏　
〔
大
塩
〕

　
・
的
場
純
治　
氏　
〔
堂
前
〕

※
前
記
14
議
案
に
つ
い
て
は
、
一
括
し
て

審
議
。

▼
奈
良
県
広
域
消
防
組
合
議
会
議
員
の
選

出
に
つ
い
て（
全
会
一
致
で
選
出
）

　
・
窪
田
尚
二　
氏　
〔
峰
寺
〕

【　
　
そ
の
他　
　
】

▼
公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ

い
て（
全
会
一
致
で
可
決
）

《
公
の
施
設
》

所　
在　
山
添
村
大
字
三
ヶ
谷

　
　
　
　
１
５
５
２
番
地

名　
称　
山
添
村
基
幹
集
落
セ
ン
タ
ー

《
指
定
管
理
者
》

所　
在　
奈
良
市
大
森
町
57
番
地
の
３

団
体
名　
奈
良
県
農
業
協
同
組
合

　
　
　
　
代
表
理
事
理
事
長　
栗
原
圭
一

期　
間　
令
和
８
年
７
月
１
日
か
ら

　
　
　
　
令
和
９
年
３
月
31
日
ま
で

　
質
問
と
答
弁
を
要
約
し
て
掲
載
し
て
い

ま
す
。

【
質　
問
】　　
　
　
　
德
谷
嘉
三　
議
員

▼
関
係
人
口
に
つ
い
て

　
政
府
は
地
方
の
活
性
化
策
と
し
て
ふ
る

さ
と
住
民
登
録
制
度
を
導
入
し
、地
域
外

か
ら
定
期
的
に
訪
れ
る「
関
係
人
口
」の
増

加
を
め
ざ
し
て
い
る
。
や
ま
ぞ
え
未
来
創

生
計
画
及
び
山
添
村
過
疎
地
域
持
続
的
発

展
計
画
の
中
で
、「
関
係
人
口
」と
の
つ
な

が
り
を
育
み
、
村
外
か
ら
の
知
恵
や
力
を

借
り
て
地
域
に
新
た
な
活
気
を
生
み
出
す

と
と
も
に
、
地
域
の
魅
力
を
活
か
し
た
村

づ
く
り
の
推
進
を
訴
え
て
お
ら
れ
る
。
少

子
高
齢
化
が
進
む
本
村
に
お
い
て
、
地
域

に
活
気
を
も
た
ら
す「
関
係
人
口
」と
は
具

体
的
に
ど
の
よ
う
な
方
々
で
、
ど
の
よ
う

な
施
策
を
考
え
て
お
ら
れ
る
か
。

【
答　
弁
】　　
　
　
　
　
　
野
村　
村
長

　
本
村
が
考
え
る
関
係
人
口
と
は
、
仕
事

や
観
光
、地
域
活
動
、ふ
る
さ
と
納
税
、二

地
域
居
住
、
地
域
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
な

ど
を
通
じ
て
継
続
的
に
本
村
と
関
わ
り
を

持
っ
て
頂
い
て
い
る
方
々
で
あ
り
、
本
村

出
身
者
や
ゆ
か
り
の
あ
る
方
、
大
学
や
企

業
の
関
係
者
も
含
ま
れ
る
と
考
え
て
い

る
。
こ
う
し
た
方
々
に
は
、
新
た
な
視
点

や
専
門
的
な
知
識
・
経
験
を
地
域
に
も
た

ら
し
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
本
村
の
魅

力
を
広
く
発
信
し
て
い
た
だ
く
役
割
を
期

待
し
て
い
る
。
今
後
は
、
本
村
の
豊
か
な

自
然
環
境
や
歴
史
文
化
、
農
村
資
源
に
加

え
、
こ
ど
も
園
か
ら
義
務
教
育
学
校
ま
で

の
新
し
い
教
育
体
制
な
ど
の
魅
力
を
生
か

し
た
交
流
機
会
の
充
実
を
図
り
、
継
続
的

な
来
訪
に
つ
な
が
る
取
組
を
進
め
て
い

く
。
ま
た
、ふ
る
さ
と
納
税
を
通
じ
て
本

村
を
応
援
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
方
々
と

の
つ
な
が
り
の
強
化
や
、
企
業
・
大
学
等

と
の
連
携
に
よ
る
地
域
課
題
解
決
型
の
交

流
事
業
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
い
く
。
さ

ら
に
、国
が
進
め
る「
ふ
る
さ
と
住
民
登
録

制
度
」に
つ
い
て
も
、先
進
自
治
体
の
取
組

を
参
考
に
し
な
が
ら
、
本
村
に
お
け
る
活

用
の
可
能
性
を
研
究
し
、
地
域
住
民
と
村

外
の
多
様
な
人
材
と
の
つ
な
が
り
を
広

げ
、
持
続
可
能
な
地
域
づ
く
り
と
地
域
活

性
化
に
つ
な
げ
て
い
く
。

【
質　
問
】　　
　
　
大
屋
戸
伸
之　
議
員

▼
各
種
政
策
の
周
知
に
つ
い
て

　
各
種
政
策
に
つ
い
て
Ｈ
Ｐ
に
パ
ブ
リ
ッ

ク
コ
メ
ン
ト
を
掲
載
、
ま
た
村
民
へ
説
明

会
等
を
開
催
し
周
知
さ
れ
て
い
る
。
し
か

し
、「
持
続
可
能
な
医
療
の
在
り
方
に
係
る

基
本
方
針
」で
は
、地
域
説
明
会
の
参
加
人

数
が
極
端
に
少
な
く
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
も
ゼ
ロ
で
あ
っ
た
。
各
政
策
に
つ
い
て

周
知
が
で
き
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
と

懸
念
が
あ
る
が
、
今
後
対
策
は
考
え
て
お

ら
れ
る
か
。

【
答　
弁
】　　
　
　
　
　
　
野
村　
村
長

　
各
種
計
画
や
重
要
政
策
の
策
定
時
に

は
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
実
施
や
住

民
説
明
会
の
開
催
な
ど
を
通
じ
て
、
住
民

の
皆
様
へ
の
周
知
と
意
見
聴
取
に
努
め
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。「
持
続
可
能
な
医
療

の
在
り
方
に
係
る
基
本
方
針
」の
策
定
に

際
し
て
も
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
や
住
民

説
明
会
の
開
催
に
つ
い
て
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

や
広
報
紙
、防
災
行
政
無
線
、め
え
め
え
ア

プ
リ
を
活
用
し
幅
広
く
周
知
を
さ
せ
て
い

た
だ
い
た
。
今
後
は
、
住
民
説
明
会
の
開

催
日
時
や
場
所
を
工
夫
す
る
な
ど
、
よ
り

参
加
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
を
進
め
て
い

く
。
ま
た
、
政
策
内
容
や
必
要
性
に
つ
い

て
丁
寧
な
説
明
を
行
い
、
行
政
へ
の
理
解

と
関
心
を
深
め
て
い
た
だ
け
る
よ
う
取
り

組
ん
で
い
く
。

▼
公
民
館
の
施
設
管
理
に
つ
い
て

　
豊
原
公
民
館
に
は
大
和
高
原
民
俗
資
料

館
が
併
設
さ
れ
て
お
り
、
貴
重
な
民
具
等

が
保
管
さ
れ
て
い
る
が
、
一
昨
年
に
は
雨

漏
り
も
あ
り
、
施
設
の
老
朽
化
が
進
ん
で

い
る
。
今
後
、
そ
の
他
の
旧
校
舎
も
含
め

公
共
施
設
を
ど
の
よ
う
に
維
持
管
理
し
て

い
く
の
か
。

【
答　
弁
】　　
　
　
　
　
　
野
村　
村
長

　
旧
豊
央
小
学
校
は
建
設
か
ら
45
年
が
経

過
し
て
お
り
、
一
昨
年
に
は
雨
漏
り
補
修

を
実
施
し
た
。
現
時
点
に
お
い
て
施
設
全

体
の
大
規
模
改
修
な
ど
の
具
体
的
な
計
画

は
な
い
。
そ
の
た
め
、
利
用
者
の
安
全
確

保
と
施
設
機
能
の
維
持
を
基
本
と
し
な
が

ら
、
必
要
に
応
じ
て
可
能
な
範
囲
で
修
繕

を
行
い
、
適
切
な
維
持
管
理
に
努
め
て
い

く
。
そ
の
他
の
旧
校
舎
を
活
用
し
た
施
設

に
つ
い
て
も
、
同
様
に
施
設
の
状
況
を
把

握
し
な
が
ら
管
理
し
て
い
く
。
一
方
で
人
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口
減
少
に
伴
う
利
用
者
数
の
減
少
、
施
設

の
老
朽
化
、
厳
し
い
財
政
状
況
へ
の
対
応

が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
公
共
施
設
の
個

別
の
維
持
・
管
理
か
ら
、
複
数
の
施
設
を

集
約
す
る
こ
と
を
視
野
に
入
れ
つ
つ
、
限

ら
れ
た
財
源
の
効
率
的
な
活
用
と
、
質
の

高
い
公
共
サ
ー
ビ
ス
を
持
続
的
に
提
供
し

て
い
く
た
め
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く

必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

▼
地
域
力
の
維
持
に
つ
い
て

　
高
齢
化
に
よ
り
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
機
能
が
低
下
し
、防
犯
、防
災
、福

祉
、
環
境
美
化
な
ど
地
域
の
情
報
収
集
や

課
題
把
握
が
で
き
な
く
な
る
恐
れ
が
あ

る
。
出
張
所
の
郵
便
局
移
行
や
、
診
療
所

が
段
階
を
踏
ま
え
統
合
さ
れ
る
方
向
で
進

ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、
各
公
民
館
活
動
と

あ
わ
せ
て
、
地
域
力
の
維
持
と
向
上
を
図

る
組
織
の
再
編
を
検
討
し
て
は
と
考
え
る

が
村
長
の
お
考
え
は
。

【
答
　
弁
】　
　
　
　
　
　
　
野
村
　
村
長

　
地
域
に
よ
っ
て
は
自
主
的
に
様
々
な
活

動
を
さ
れ
て
お
り
、
各
地
域
で
そ
の
地
に

あ
っ
た
活
動
を
活
発
化
し
て
い
た
だ
く
こ

と
が
一
番
だ
と
考
え
て
い
る
。
し
か
し
、

ご
指
摘
の
と
お
り
、
少
子
高
齢
化
や
人
口

減
少
の
進
行
に
よ
り
、
地
域
活
動
の
担
い

手
不
足
や
自
治
会
機
能
の
低
下
が
課
題
と

な
っ
て
お
り
従
来
の
運
営
体
制
の
維
持
が

困
難
と
な
っ
て
い
る
。
出
張
所
機
能
の
郵

便
局
へ
の
移
行
や
医
療
提
供
体
制
の
見
直

し
な
ど
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
取
り
巻
く
環

境
も
変
化
し
て
い
る
。
今
後
は
、
地
域
に

お
け
る
拠
点
機
能
や
住
民
同
士
の
つ
な
が

り
の
維
持
を
図
る
と
と
も
に
、
各
課
の
業

務
内
容
や
取
組
方
法
も
含
め
て
検
討
を
進

め
て
い
く
。
地
域
の
実
情
を
踏
ま
え
な
が

ら
必
要
な
支
援
を
行
い
、地
域
力
の
維
持
・

向
上
に
努
め
て
い
く
。

【
質
　
問
】　
　
　
　
　
奥
谷
和
夫
　
議
員

▼
国
際
情
勢
の
深
刻
な
影
響
か
ら
、
村
民

の
暮
ら
し
と
営
業
を
守
る
対
策
に
つ
い
て

　
イ
ラ
ン
戦
争
な
ど
に
よ
り
、
物
価
高
や

資
材
不
足
か
ら
村
民
の
暮
ら
し
と
営
業
が

脅
か
さ
れ
て
い
る
。
暮
ら
し
や
営
業
を
守

る
た
め
次
の
点
を
お
伺
い
す
る
。

１
．
村
内
に
お
け
る
影
響
を
ど
の
よ
う
に

把
握
し
て
い
る
か
。
必
要
に
応
じ
た
実

態
調
査
の
実
施
に
つ
い
て
お
尋
ね
す

る
。

２
．
低
所
得
者
世
帯
や
子
育
て
世
帯
に
最

も
影
響
が
出
て
い
る
と
考
え
る
。
国
に

対
し
、物
価
高
騰
対
策
も
含
め
、補
正
予

算
編
成
を
求
め
る
と
と
も
に
、
村
独
自

の
支
援
策
が
必
要
と
考
え
る
が
見
解
を

お
尋
ね
す
る
。

３
．
外
国
に
依
存
し
な
い
環
境
破
壊
を
伴

わ
な
い
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及

や
村
独
自
の
燃
料
・
肥
料
の
開
発
や
普

及
が
必
要
と
考
え
る
が
見
解
を
お
尋
ね

す
る
。

４
．
最
大
の
対
策
は
、
一
日
も
早
い
戦
争

の
終
結
で
あ
る
。
本
村
と
し
て
、
米
国

や
イ
ス
ラ
エ
ル
政
権
の
国
連
憲
章
や
国

際
法
を
無
視
し
た
先
制
攻
撃
に
抗
議
す

る
こ
と
。
政
府
に
対
し
て
日
本
と
イ
ラ

ン
と
の
特
別
の
関
係
を
も
と
に
、
戦
争

の
早
期
終
結
を
求
め
る
行
動
を
と
る
よ

う
働
き
か
け
る
こ
と
が
大
事
と
考
え
る

が
見
解
を
お
尋
ね
す
る
。

【
答
　
弁
】　
　
　
　
　
　
　
野
村
　
村
長

　
村
内
で
の
影
響
把
握
及
び
実
態
調
査
に

つ
い
て
、
村
民
や
事
業
者
か
ら
生
活
費
や

事
業
経
費
の
増
加
に
対
す
る
不
安
の
声
を

聞
い
て
い
る
。
区
長
会
や
商
工
会
、
農
業

関
係
団
体
等
と
の
情
報
交
換
を
通
じ
て
地

域
の
状
況
把
握
に
努
め
て
お
り
、
国
や
県

か
ら
提
供
さ
れ
る
情
報
も
活
用
し
な
が
ら

影
響
の
把
握
に
努
め
て
い
る
。
現
時
点
で

村
独
自
の
大
規
模
な
実
態
調
査
は
予
定
し

て
い
な
い
。
今
後
の
社
会
経
済
情
勢
や
村

民
生
活
へ
の
影
響
を
注
視
し
な
が
ら
、
必

要
に
応
じ
て
関
係
団
体
等
と
の
連
携
を
図

り
状
況
把
握
に
努
め
て
い
く
。

　
低
所
得
者
や
子
育
て
世
帯
へ
の
支
援
及

び
村
独
自
対
策
に
つ
い
て
、
物
価
高
騰
は

特
に
低
所
得
者
世
帯
や
子
育
て
世
帯
、
高

齢
者
世
帯
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い

る
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
国

の
重
点
支
援
地
方
交
付
金
等
を
活
用
し
な

が
ら
、
住
民
生
活
へ
の
支
援
や
地
域
経
済

の
下
支
え
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
ま
た
、

商
工
会
活
動
へ
の
支
援
を
通
じ
た
地
域
事

業
者
へ
の
支
援
、
農
業
者
へ
の
各
種
支
援

な
ど
、
地
域
産
業
の
維
持
・
振
興
に
も
取

り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。今
後
も
、

国
の
経
済
対
策
や
補
正
予
算
の
動
向
を
注

視
す
る
と
と
も
に
、
十
分
な
財
政
措
置
が

講
じ
ら
れ
る
よ
う
、国
に
要
望
し
て
い
く
。

独
自
対
策
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
支

援
対
策
等
の
効
果
や
村
の
財
政
状
況
を
見

極
め
た
う
え
で
総
合
的
に
判
断
し
て
い

く
。

　
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
燃
料
の
普
及

に
つ
い
て
、本
村
に
お
い
て
も
、国
際
情
勢

や
燃
料
価
格
の
変
動
の
影
響
を
受
け
に
く

い
地
域
づ
く
り
は
重
要
な
課
題
で
あ
る
と

認
識
し
て
い
る
。
一
方
で
、
大
規
模
な
山

林
伐
採
を
伴
う
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
や
大
型
風

力
発
電
に
つ
い
て
は
慎
重
に
考
え
て
い

る
。
今
後
は
増
え
す
ぎ
る
竹
の
パ
ウ
ダ
ー

化
活
動
団
体
へ
の
支
援
や
、
オ
ー
ガ
ニ
ッ

ク
農
業
の
普
及
、
有
機
肥
料
の
生
産
な
ど

未
利
用
の
資
源
を
活
用
す
る
地
産
地
消
の

地
域
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
増
や
し
、
無
駄
な
エ

ネ
ル
ギ
ー
消
費
を
節
約
し
な
が
ら
地
域
の

皆
さ
ん
が
支
え
合
っ
て
い
け
る
村
に
し
て

い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い

る
。
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
導
入

補
助
や
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
利
用
促
進
の

た
め
の
補
助
を
今
年
度
予
算
に
も
盛
り
込

ん
で
い
る
。
昨
年
度
に
山
添
村
地
球
温
暖

化
対
策
実
行
計
画
を
策
定
し
、各
家
庭
に
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お
け
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
支
援

施
策
や
、
公
共
施
設
に
お
け
る
電
気
使
用

料
の
節
減
な
ど
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
を

盛
り
込
み
、
村
と
住
民
が
一
丸
と
な
っ
て

持
続
可
能
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
に
取
り
組

ん
で
い
く
所
存
で
あ
る
。

　
戦
争
終
結
に
向
け
た
村
と
し
て
の
対
応

に
つ
い
て
中
東
情
勢
は
多
く
の
尊
い
命
が

失
わ
れ
る
深
刻
な
事
態
と
な
っ
て
お
り
、

一
日
も
早
い
平
和
的
解
決
が
図
ら
れ
る
こ

と
を
強
く
願
っ
て
い
る
。
し
か
し
外
交
や

安
全
保
障
は
国
の
専
管
事
項
で
あ
り
、
基

礎
自
治
体
と
し
て
特
定
の
国
家
や
政
府
に

対
す
る
外
交
上
の
意
思
表
示
に
つ
い
て
は

慎
重
で
あ
る
べ
き
と
考
え
て
い
る
。
平
和

を
希
求
す
る
立
場
か
ら
対
話
と
協
調
に
よ

る
解
決
を
願
う
と
と
も
に
、
村
民
生
活
へ

の
影
響
を
最
小
限
に
抑
え
る
取
組
に
努
め

て
い
く
。

【
質　
問
】　　
　
　
　
三
宅
正
行　
議
員

▼
役
場
職
員
数
に
つ
い
て

　
令
和
６
年
度
の
職
員
数（
79
名
）が
前
年

度（
概
ね
90
名
）と
比
べ
て
大
き
く
減
少
し

て
い
る
。減
少
し
た
要
因
は
何
か
。ま
た
、

適
正
な
職
員
数
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
の
か
お
尋
ね
す
る
。

【
答　
弁
】　　
　
　
　
　
　
野
村　
村
長

　
定
年
退
職
や
自
己
都
合
退
職
に
よ
る
退

職
者
の
増
加
に
加
え
、
採
用
予
定
者
の
辞

退
な
ど
に
よ
り
必
要
な
職
員
数
を
十
分
確

保
で
き
な
か
っ
た
こ
と
が
主
な
要
因
で
あ

る
。
令
和
７
年
度
か
ら
は
採
用
年
齢
の
上

限
を
50
歳
ま
で
引
き
上
げ
る
な
ど
人
材
確

保
に
努
め
て
お
り
、
令
和
８
年
度
は
正
規

職
員
数
が
増
加
し
て
お
り
、
引
き
続
き
行

政
運
営
に
支
障
を
来
す
こ
と
の
な
い
よ
う

計
画
的
な
採
用
を
行
う
と
と
も
に
、
人
材

育
成
や
業
務
効
率
化
に
も
取
り
組
み
な
が

ら
、適
正
な
職
員
体
制
の
確
保
に
努
め
る
。

　
適
正
な
職
員
数
に
つ
い
て
は
、
人
口
規

模
だ
け
で
な
く
行
政
需
要
や
事
業
量
、
住

民
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
な
ど
を
総
合
的
に
勘

案
し
て
判
断
す
る
必
要
が
あ
る
。
今
後
も

人
材
育
成
や
Ｄ
Ｘ
の
推
進
に
よ
る
業
務
効

率
化
を
図
り
な
が
ら
、
将
来
の
財
政
的
負

担
も
考
慮
し
つ
つ
、
慎
重
に
見
定
め
て
い

く
所
存
で
あ
る
。

▼
上
津
ダ
ム
の
水
利
用
に
つ
い
て

　
近
年
の
渇
水
を
踏
ま
え
、
上
津
ダ
ム
の

水
利
用
を
求
め
る
声
が
あ
る
。
今
後
の
水

利
用
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

の
か
お
尋
ね
す
る
。

【
答　
弁
】　　
　
　
　
　
　
野
村　
村
長

　
上
津
ダ
ム
は
農
業
用
水
を
目
的
と
し
て

整
備
さ
れ
た
施
設
で
あ
り
、
現
在
は
一
部

を
除
き
他
用
途
で
の
利
用
は
で
き
な
い
。

就
任
当
初
か
ら
県
や
近
畿
農
政
局
と
多
目

的
利
用
に
向
け
た
協
議
を
進
め
て
い
る

が
、
そ
の
た
め
に
は
本
来
の
目
的
で
あ
る

農
業
用
水
と
し
て
の
利
用
拡
大
が
必
要
と

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、県
と
連
携
し

な
が
ら
茶
農
家
へ
の
利
用
促
進
に
取
り
組

ん
で
い
る
。
今
後
も
農
業
用
水
と
し
て
の

利
用
拡
大
を
進
め
る
と
と
も
に
、
農
業
以

外
の
用
途
へ
の
活
用
が
で
き
る
よ
う
農
林

水
産
省
に
働
き
か
け
て
い
く
。

▼
義
務
教
育
学
校
の
年
間
経
費
に
つ
い
て

　
来
年
度
か
ら
義
務
教
育
学
校
と
し
て
の

運
営
が
始
ま
る
が
、
年
間
経
費
は
現
在
と

比
べ
て
ど
の
よ
う
に
な
る
の
か
お
尋
ね
す

る
。

【
答　
弁
】　　
　
　
　
　
池
住　
教
育
長

　
令
和
７
年
度
及
び
令
和
８
年
度
の
予
算

を
も
と
に
試
算
し
た
結
果
、
学
校
管
理
費

に
つ
い
て
は
、
お
お
む
ね
15
％
か
ら
20
％

程
度
の
削
減
効
果
が
見
込
ま
れ
る
も
の
と

考
え
て
い
る
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
必
要
で

あ
っ
た
給
食
配
送
経
費
も
不
要
と
な
る
見

込
み
で
あ
る
。
一
方
で
、旧
校
舎
の
管
理
・

運
営
方
法
に
よ
っ
て
は
新
た
な
経
費
が
必

要
と
な
る
可
能
性
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
実

際
の
運
営
状
況
を
踏
ま
え
な
が
ら
効
率
的

で
実
効
的
な
学
校
運
営
に
努
め
て
い
く
。

▼
通
学
バ
ス
の
安
全
運
行
に
つ
い
て

　
全
国
で
バ
ス
事
故
が
発
生
し
て
い
る
が

通
学
バ
ス
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
安
全
対

策
を
考
え
て
い
る
か
お
尋
ね
す
る
。

【
答　
弁
】　　
　
　
　
　
池
住　
教
育
長

　
通
学
バ
ス
に
つ
い
て
、
委
託
業
者
に
車

両
整
備
や
日
常
点
検
を
義
務
付
け
る
と
と

も
に
、
毎
月
提
出
さ
れ
る
管
理
簿
に
よ
り

実
施
状
況
を
確
認
し
て
い
る
。
ま
た
、運

転
前
に
ア
ル
コ
ー
ル
チ
ェ
ッ
ク
、
健
康
状

態
の
確
認
を
行
い
、
安
全
運
転
に
支
障
が

な
い
こ
と
を
確
認
し
た
う
え
で
運
行
し
て

い
る
。
さ
ら
に
、
毎
年
自
動
車
教
習
所
で

運
転
適
性
検
査
を
受
検
し
て
い
る
こ
と
に

加
え
、
毎
月
運
転
士
へ
交
通
安
全
教
育
を

実
施
し
て
い
る
。
事
故
や
車
両
ト
ラ
ブ
ル

に
備
え
た
緊
急
連
絡
体
制
も
整
備
し
て
い

る
。今
後
も
関
係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
、

児
童
生
徒
が
安
心
し
て
通
学
で
き
る
よ
う

安
全
運
行
の
徹
底
に
努
め
て
い
く
。

【
質　
問
】　　
　
　
　
野
村
信
介　
議
員

▼
山
添
中
学
校
の
部
活
動
に
つ
い
て

　
中
学
校
の
部
活
動
地
域
展
開
に
向
け
て

予
算
が
計
上
さ
れ
、
週
末
の
部
活
動
に
お

け
る
指
導
者
に
日
当
な
ど
が
支
払
わ
れ
る

こ
と
と
な
っ
た
。
し
か
し
他
の
町
村
に
比

べ
る
と
指
導
者
の
時
給
に
格
差
が
あ
る
。

ま
た
、
村
外
の
競
技
大
会
に
出
場
す
る
場

合
、
送
迎
は
保
護
者
に
一
任
さ
れ
て
い
る

が
、
多
く
の
町
村
で
は
バ
ス
が
用
意
さ
れ

て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
差
を
埋
め
て
い
く

こ
と
が
必
要
だ
と
思
う
が
、
対
策
や
補
正

予
算
な
ど
の
予
定
は
な
い
か
。
金
銭
の
支

援
と
と
も
に
指
導
す
る
村
内
の
団
体
を

守
っ
て
い
く
こ
と
も
求
め
ら
れ
て
い
る
が

村
の
考
え
を
お
尋
ね
す
る
。

【
答　
弁
】　　
　
　
　
　
池
住　
教
育
長

　
部
活
動
の
地
域
展
開
は
、
学
校
部
活
動

を
そ
の
ま
ま
地
域
へ
移
行
す
る
も
の
で
は
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な
く
、
子
ど
も
た
ち
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
を

地
域
全
体
で
支
え
る「
社
会
体
育
活
動
」と

し
て
進
め
て
い
く
も
の
で
あ
る
。
少
子
化

の
進
行
や
教
員
負
担
の
軽
減
が
求
め
ら
れ

る
中
、地
域
指
導
者
や
ス
ポ
ー
ツ
団
体
、保

護
者
、
ス
ポ
ー
ツ
協
会
な
ど
と
連
携
し
な

が
ら
持
続
可
能
な
ス
ポ
ー
ツ
環
境
の
整
備

を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
指
導
者

に
対
す
る
報
酬
を
当
初
は
時
給
１
，１
０

０
円
を
想
定
し
て
い
た
が
、
そ
の
後
ス

ポ
ー
ツ
協
会
の
承
認
を
得
て
時
給
１
，６

０
０
円
と
し
、
県
内
自
治
体
と
同
程
度
の

水
準
に
引
き
上
げ
て
い
る
。
ま
た
、
休
日

練
習
に
加
え
大
会
参
加
時
の
報
酬
対
象
時

間
も
拡
充
し
た
。
大
会
等
へ
の
移
動
に
つ

い
て
は
村
の
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
の
利
用
も
可

能
で
あ
る
。
た
だ
、
保
護
者
に
よ
る
送
迎

の
方
が
都
合
の
良
い
場
合
も
あ
る
と
聞
い

て
お
り
、
各
チ
ー
ム
や
家
庭
の
事
情
に
応

じ
た
対
応
が
行
わ
れ
て
い
る
。
今
後
、
活

動
回
数
の
増
加
や
大
会
参
加
の
拡
大
な
ど

に
よ
り
予
算
不
足
が
生
じ
た
場
合
は
、
実

情
を
踏
ま
え
必
要
な
対
応
を
検
討
し
て
い

く
。
ま
ず
は
本
年
度
の
取
組
を
着
実
に
実

施
し
な
が
ら
、
地
域
全
体
で
子
ど
も
た
ち

の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
を
支
え
る
体
制
づ
く
り

を
進
め
て
い
く
。

▼
暮
ら
し
応
援
ギ
フ
ト
券
配
布
事
業
に
つ

い
て

　
物
価
高
騰
対
策
と
し
て
配
布
さ
れ
た
暮

ら
し
応
援
ギ
フ
ト
券
に
つ
い
て
、村
内
で

利
用
で
き
る
店
舗
が
少
な
く
、
高
齢
者
か

ら
も
残
念
だ
と
の
声
を
聞
い
て
い
る
。
コ

ロ
ナ
禍
で
実
施
し
た
超
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商

品
券
は
村
内
経
済
の
活
性
化
に
一
定
の
効

果
が
あ
っ
た
と
考
え
る
が
、
今
回
は
な
ぜ

村
内
で
利
用
で
き
る
方
式
を
採
用
し
な

か
っ
た
の
か
お
尋
ね
す
る
。

【
答　
弁
】　　
　
　
　
　
　
野
村　
村
長

　
本
事
業
は
、
長
引
く
物
価
高
騰
の
影
響

を
受
け
る
全
て
の
村
民
へ
の
生
活
支
援
を

目
的
と
し
て
、
国
の
物
価
高
騰
対
応
重
点

支
援
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
を
活
用
し
て

実
施
し
た
も
の
で
あ
る
。
令
和
２
年
度
の

超
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
事
業
は
地
域
経

済
の
活
性
化
を
目
的
と
し
た
事
業
で
あ
っ

た
が
、
今
回
の
事
業
は
食
料
品
価
格
の
高

騰
に
対
応
す
る
生
活
支
援
が
主
目
的
で
あ

る
。
そ
の
た
め
、
申
請
手
続
き
が
不
要
で

全
世
帯
へ
迅
速
に
配
布
で
き
る
こ
と
、
利

用
で
き
る
店
舗
の
幅
が
広
い
こ
と
、
事
務

負
担
を
抑
え
ら
れ
る
こ
と
な
ど
を
総
合
的

に
判
断
し
、
全
国
で
利
用
可
能
な
ギ
フ
ト

券
方
式
を
採
用
し
た
。
一
方
で
、
村
内
経

済
へ
の
波
及
効
果
が
限
定
的
と
の
意
見
が

あ
る
こ
と
は
承
知
し
て
い
る
。
村
内
事
業

者
へ
の
支
援
に
つ
い
て
は
、
本
事
業
と
は

別
に
商
工
会
へ
の
支
援
や
各
種
経
済
対
策

事
業
な
ど
を
実
施
し
て
お
り
、
地
域
経
済

の
維
持
・
活
性
化
に
も
取
り
組
ん
で
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。
今
後
は
住
民
の
意
見
や

利
用
状
況
を
検
証
し
な
が
ら
、生
活
支
援

と
地
域
経
済
活
性
化
の
双
方
の
観
点
を
踏

ま
え
、
よ
り
効
果
的
な
支
援
策
に
つ
い
て

検
討
し
て
い
く
。

【
質　
問
】　　
　
　
　
大
谷
敏
治　
議
員

▼
事
業
承
継
の
在
り
方
に
つ
い
て

　
事
業
承
継
は
、
単
に
事
業
を
引
き
継
ぐ

だ
け
で
な
く
、
地
域
経
済
を
支
え
る
技
術

や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
次
世
代
へ
つ
な
ぐ
重
要
な

課
題
で
あ
る
。
し
か
し
、
近
年
は
親
族
内

承
継
が
減
少
し
、
後
継
者
不
在
に
よ
る
廃

業
も
増
え
て
い
る
。
本
村
の
経
済
を
支
え

る
事
業
者
の
技
術
や
独
自
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を

次
世
代
へ
確
実
に
承
継
し
て
い
く
こ
と
が

重
要
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
事
業
承
継
に

対
す
る
認
識
と
今
後
の
取
組
に
つ
い
て
お

尋
ね
す
る
。

【
答　
弁
】　　
　
　
　
　
　
野
村　
村
長

　
事
業
承
継
は
、
一
企
業
の
存
続
に
と
ど

ま
ら
ず
、地
域
の
雇
用
や
技
術
、文
化
を
次

世
代
へ
引
き
継
ぎ
、
地
域
経
済
を
維
持
・

発
展
さ
せ
る
た
め
の
重
要
な
課
題
で
あ

る
。
本
村
の
事
業
者
が
持
つ
技
術
や
独
自

の
ノ
ウ
ハ
ウ
は
地
域
の
財
産
で
あ
り
、
財

産
を
次
世
代
に
確
実
に
承
継
す
る
こ
と

で
、
廃
業
に
よ
る
地
域
経
済
の
縮
小
を
食

い
止
め
る
こ
と
が
、
持
続
可
能
性
を
担
保

す
る
基
盤
と
な
る
。
経
営
者
が
長
い
年
月

を
か
け
て
事
業
を
育
て
て
き
た
よ
う
に
、

後
継
者
が
経
営
知
識
を
学
び
、
経
験
を
積

み
上
げ
る
ま
で
に
は
相
応
の
時
間
が
必
要

で
あ
り
、
長
期
的
な
視
点
を
持
っ
た
計
画

的
な
承
継
プ
ロ
セ
ス
が
不
可
欠
と
考
え

る
。
商
工
会
や
専
門
機
関
で
あ
る
奈
良
県

事
業
承
継
・
引
継
ぎ
支
援
セ
ン
タ
ー
な
ど

と
緊
密
に
連
携
し
な
が
ら
、
事
業
者
に
寄

り
添
っ
た
伴
走
型
支
援
を
推
進
し
て
い
く

考
え
で
あ
る
。
ま
た
、
今
年
度
は
商
工
会

が
主
体
と
な
り
事
業
承
継
に
関
す
る
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
す
る
予
定
で
あ
る
。

実
態
把
握
だ
け
で
な
く
、
事
業
者
自
身
が

将
来
を
考
え
る
き
っ
か
け
と
し
て
位
置
付

け
て
お
り
、調
査
結
果
を
踏
ま
え
、親
族
内

承
継
が
困
難
な
場
合
に
は
第
三
者
承
継
も

視
野
に
入
れ
、
移
住
促
進
や
起
業
支
援
と

連
動
し
な
が
ら
、
意
欲
あ
る
人
材
を
呼
び

込
む
仕
組
み
づ
く
り
に
つ
い
て
も
検
討
し

て
い
く
。

▼
地
域
経
済
の
主
役
で
あ
る
事
業
者
が
引

き
続
き
わ
が
村
を
支
え
続
け
る
た
め
の
支

援
策
に
つ
い
て

　
原
材
料
価
格
や
燃
料
価
格
の
高
騰
の
長

期
化
に
加
え
、
中
東
情
勢
な
ど
現
下
の
経

済
状
況
を
踏
ま
え
、
地
域
経
済
を
支
え
る

事
業
者
が
今
後
も
事
業
を
継
続
で
き
る
よ

う
、
新
た
な
支
援
策
が
必
要
だ
と
考
え
る

が
村
長
の
考
え
を
お
尋
ね
す
る
。

【
答　
弁
】　　
　
　
　
　
　
野
村　
村
長

　
こ
れ
ま
で
実
施
し
て
き
た
プ
レ
ミ
ア
ム

付
き
商
品
券
や
水
道
料
金
免
除
な
ど
は
、

緊
急
時
の
資
金
繰
り
支
援
と
し
て
大
き
な

役
割
を
果
た
し
て
き
た
。
一
方
で
、現
在
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の
物
価
高
騰
は
長
期
化
し
て
お
り
、
今
ま

で
の
よ
う
な
一
時
金
給
付
か
ら
、
事
業
者

が
自
ら
稼
ぐ
力
を
高
め
、
持
続
可
能
な
経

営
体
質
へ
と
転
換
す
る
た
め
の
中
長
期
的

支
援
へ
の
シ
フ
ト
が
不
可
欠
で
あ
る
と
考

え
る
。
今
年
度
実
施
し
て
い
る
小
規
模
事

業
者
持
続
的
経
営
支
援
事
業
の
実
績
を
検

証
し
、
将
来
の
利
益
を
生
む
設
備
や
仕
組

み
へ
の
投
資
を
後
押
し
す
る
支
援
の
構
築

を
図
る
と
と
も
に
、
先
ほ
ど
も
述
べ
た
事

業
承
継
に
対
す
る
長
期
的
な
伴
走
型
支
援

を
推
進
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い

る
。

▼
ポ
ケ
モ
ン
の
ブ
ラ
ン
ド
力
を
生
か
し
た

村
づ
く
り
に
つ
い
て

　
ポ
ケ
モ
ン
が
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
た
マ
ン

ホ
ー
ル「
ポ
ケ
ふ
た
」は
、
多
く
の
観
光
客

を
呼
び
込
ん
で
い
る
。
本
村
で
も
企
業
の

知
名
度
や
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
活
用
し
た
村

づ
く
り
が
考
え
ら
れ
る
が
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
か
お
尋
ね
す
る
。

【
答
　
弁
】　
　
　
　
　
　
　
野
村
　
村
長

　
ポ
ケ
モ
ン
と
自
治
体
が
連
携
し
て
設
置

す
る「
ポ
ケ
ふ
た
」は
、
全
国
の
フ
ァ
ン
が

訪
れ
る
き
っ
か
け
と
な
り
、
地
域
へ
の
誘

客
効
果
が
期
待
で
き
る
取
組
で
あ
る
と
認

識
し
て
い
る
。
し
か
し
、
本
村
の
下
水
道

は
５
つ
の
大
字
に
の
み
敷
設
さ
れ
て
お

り
、
い
ず
れ
の
地
域
も
観
光
地
隣
接
地
域

と
い
う
よ
り
は
生
活
道
路
に
下
水
管
が
敷

設
さ
れ
て
お
り
、仮
に
設
置
し
た
場
合
に

は
地
域
住
民
の
生
活
エ
リ
ア
へ
来
訪
者
が

殺
到
す
る
可
能
性
が
あ
り
目
標
と
す
る
設

置
効
果
を
得
ら
れ
な
い
と
い
う
こ
と
が
考

え
ら
れ
る
。
ま
ず
は
、
下
水
道
管
そ
の
も

の
の
損
傷
や
漏
水
に
よ
る
陥
没
事
故
な
ど

を
予
防
す
る
た
め
の
適
切
な
維
持
管
理
に

必
要
な
財
源
を
確
保
し
て
い
く
こ
と
が
重

要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

議
会
の
あ
ゆ
み

補正予算の内容 （単位：千円）
〇令和８年度一般会計補正予算（第１号）

人事異動等を踏まえた人件費の減額、
神野山施設エアコン設置工事費、
障害福祉サービス等システム改修委託料　等

補正前の額 計補正額
◯令和８年度国民健康保険特別会計補正予算（第１号）
【事業勘定】

国保システム改修委託料

補正前の額 計補正額

　有料広告掲載欄に広告を掲載する広告
主を、毎号募集しています。店や会社の
ＰＲ、催しごとの案内などにお気軽に
ご活用ください。

　　　　　　　　問　総務課

広報やまぞえに広告を掲載しませんか
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不
法
投
棄
事
案
が
発
生
し
て
い
ま
す

　
４
月
以
降
、
村
内
に
お
い
て
月
に
１
回

程
度
の
ペ
ー
ス
で
不
法
投
棄
事
案
が
発
生

し
て
い
ま
す
。
不
法
投
棄
を
見
か
け
た
際

は
、
身
の
安
全
を
確
保
し
た
上
で
、
す
ぐ

に
警
察
（
１
１
０
番
）
に
通
報
し
て
く
だ

さ
い
。
通
報
す
る
際
に
は
、
ご
自
身
の
住

所
・
氏
名
・
電
話
番
号
の
ほ
か
、
不
法
投

棄
が
行
わ
れ
て
い
る
場
所
、
投
棄
者
の
特

徴
（
車
種
や
車
両
の
色
、
ナ
ン
バ
ー
等
）、

投
棄
し
て
い
る
も
の
な
ど
を
お
伝
え
く
だ

さ
い
。

　
ま
た
、
不
法
投
棄
さ
れ
や
す
い
場
所
と

し
て
は
、
車
通
り
の
少
な
い
山
道
沿
い
や

耕
作
さ
れ
て
い
な
い
田
畑
な
ど
が
挙
げ
ら

れ
ま
す
。
不
法
投
棄
さ
れ
て
も
投
棄
者
が

見
つ
か
ら
な
い
場
合
は
、
原
則
と
し
て
土

地
の
所
有
者
が
投
棄
物
を
処
分
し
な
け
れ

ば
な
ら
ず
、
高
額
な
処
理
費
用
が
か
か
る

場
合
も
あ
り
ま
す
。

　
不
法
投
棄
を
防
ぐ
た
め
に
も
、
定
期
的

な
巡
回
や
草
刈
り
等
の
適
正
な
土
地
の
管

理
を
お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、
所
有
さ
れ

て
い
る
土
地
へ
の
不
法
投
棄
防
止
看
板
の

設
置
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
環
境
衛
生
課

ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問　
環
境
衛
生
課

環
境
・
エ
コ

お盆の期間中のスケジュール確認にご活用ください。
◎土曜日・日曜日・祝日は休診です。
◎急な変更の場合は防災無線にて お知らせいたします。

※

※東山診療所の8/13（木）は、緊急対応等 要相談（事前にご連絡ください）

特定健診の申し込みはお済みですか？   
診療所でも令和９年２月２８日まで受診できますので、早めにご予約、ご相談ください。
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中
小
企
業
退
職
金
共
済
（
中
退
共
）

　
制
度
の
ご
案
内

　
中
小
企
業
退
職
金
共
済
（
中
退
共
）
制

度
は
、
中
小
企
業
の
事
業
主
が
、
従
業
員

の
退
職
金
を
計
画
的
に
準
備
で
き
る
国
の

退
職
金
制
度
で
す
。
国
か
ら
の
有
利
な
掛

金
助
成
や
、
税
法
上
の
優
遇
も
受
け
ら
れ

手
数
料
も
か
か
り
ま
せ
ん
。
家
族
従
業
員

や
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
も
加
入
で
き
ま
す
。

※

一
部
対
象
外
あ
り
。
詳
し
く
は
、
中
退

共
本
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

問　
中
退
共
本
部

　
　
　
　
☎
03
・
６
９
０
７
・
１
２
３
４

　
令
和
８
年
度　
戦
没
者
追
悼
式

　
戦
没
者
追
悼
式
を
挙
行
し
ま
す
。

戦
争
の
記
憶
を
後
世
に
伝
え
、
平
和

の
尊
さ
に
つ
い
て
改
め
て
考
え
る
機

会
と
な
り
ま
す
。
皆
さ
ま
の
ご
参
列

を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
日
時　
　
８
月
15
日（
土
）

　
　
　
　
　
午
前
11
時
〜

▼
場
所　
　
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル

問　
住
民
福
祉
課 そ

の
他

　
粗
大
ご
み
・
有
害
ご
み
の

　
収
集
に
つ
い
て

　
粗
大
ご
み
及
び
有
害
ご
み
の
次
回
の
収

集
日
は
次
の
と
お
り
で
す
。
収
集
日
の
午

前
８
時
ま
で
に
出
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、「
家
庭
ご
み
の
分
け
方
・
出

し
方
の
ポ
ス
タ
ー
」や「
ご
み
分
別
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
」を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
全
国
各
地
で
モ
バ
イ
ル
バ
ッ
テ

リ
ー
な
ど
に
使
用
さ
れ
る
リ
チ
ウ
ム
蓄
電

池
が
原
因
の
火
災
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

ご
み
に
出
す
際
は
、
必
ず
端
子
部
分
を
絶

縁
処
理
し
、
他
の
ご
み
と
は
別
の
袋
に
入

れ
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問　
環
境
衛
生
課

室津・松尾・的野・峰寺・桐山・北野
大西・上津・下津・伏拝・助命・箕輪
大塩・堂前

春日・菅生・遅瀬・中峰山・広代
中之庄・吉田・広瀬・鵜山・片平・葛尾
三ケ谷・勝原・岩屋・毛原・切幡

総務課 85-0040
行政相談、人権相談、情報公開、消費生活相談、議会、選挙、広報、
統計、消防、防災、防犯、交通安全、総合計画、地方分権、
行財政改革、定住自立圏構想、重要施策の総合調整、
村長の特命事項などに関すること

環境衛生課 85-0047
簡易水道、下水道、公害、
環境美化、蓄犬、
エネルギーなどに関すること

地域振興課 85-0048
商工業、観光、移住定住、
地域づくり、企業版ふるさと納税、
地方創生、ふるさと納税などに
関すること

農林建設課 85-0046
農業委員会、農地・農業相談、
農林水産、地籍調査、道路、河川、
災害復旧などに関すること

教育委員会事務局 85-0049
学校教育、社会教育、社会体育、
生涯学習、文化財、
公民館などに関すること

税務会計課 85-0043
出納、会計、村税、介護保険料、
国民健康保険税、
後期高齢者医療保険料、
介護保険料などに関すること

住民福祉課 85-0045
戸籍、印鑑登録、住民票、諸証明、
国民年金、児童手当、
国民健康保険、後期高齢者医療、
福祉医療、介護保険、社会福祉、
保健、予防などに関すること

85-0253 浄化槽維持管理、し尿汲取り山辺衛生センター  
山辺環境衛生組合

（各担当課へのお問い合わせは直通電話をご利用ください）

中退共本部
HP
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診療所だより
― 山添村の皆さまへ ―

東山・豊原診療所
担当医師：吉川 健治

　昨年 12月の広報でも、「日常的に体を動かすことが健
康で長生きにつながる」という内容を掲載しました。今
回は内容が一部重なりますが、とても大切なことですの
で、改めて「定期的な運動が健康長寿につながる」ことを
お伝えしたいと思います。

　運動というと難しく考えがちですが、特別なことをする必要はありません。研究
では、1日 15分ほどの歩行などの軽い運動でも健康によい効果があることが分かっ
ています。適度な運動は心臓や血管を元気にし、糖尿病や高血圧などの生活習慣病
の予防に役立つほか、認知機能の低下予防も期待されています。
　実は私の父も、亡くなるまでの 10年以上、糖尿病を患っていました。糖尿病が見
つかった当初は、なかなか血糖値が改善せず、インスリン注射と 2種類の糖尿病治療
薬を使用して、ようやく落ち着く状態でした。
　当時、私は「1日 15分でもよいので歩いてみては」と何度も勧めましたが、なかな
か重い腰を上げようとしませんでした。しかし、インスリン治療が必要になった頃
から、「さすがにこのままではいけない」と感じたのでしょう。毎日 30分ほど散歩
を続けるようになりました。
　すると徐々に血糖値が改善し、まずインスリン注射が不要となり、その後も状態が
安定したため、最終的には 1種類の薬だけでコントロールできるようになりました。
もちろん血糖値が改善したことも良かったのですが、それ以上に良かったのは、散歩
を通じて仲間や友人が増えたことです。毎日の散歩が楽しみとなり、散歩仲間との
会話も大きな楽しみだったようです。
　「年寄りが集まったら、病気の話と医者の悪口ばかりや！」
そう言って笑いながら私に話していたことが、今でも印象に残っています。
　ご近所や地域で散歩仲間を増やす取り組みを始めてみるのもよいかもしれませ
ん。私の父のように、仲間と一緒なら運動も楽しく続けられます。散歩は健康づく

りだけでなく、人とのつながりを広げるきっかけにもなります。
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※山の日

7/27

3

10

17

24

31

2

9

16

23

30

9/6

1

8

15

22

29

9/5

7/31

7

14

21

28

9/4

7/30

6

13

20

27

9/3

7/29

5

12

19

26

9/2

7/28

4

11

18

25

9/1

㊫かぎ針編み教室
　（東山公）

㊫毛筆に親しもう
　（東山公）

㊫毛筆に親しもう
　（東山公）

㊫梨ジュース＆
　梨フルーツソース作り
　（豊原公）

㊫和太鼓教室
　（東山公）

㊫和太鼓教室
　（東山公）

㊫健康のための運動
　（波多野公）

村
内 イベントカレンダｰ

人権相談・
　  行政相談
9:00～11:30

戦没者追悼式

㊫ヨガ教室（波多野公）
㊫絵画教室（波多野公）

iPhone の方 Android の方

めぇめぇアプリ
二次元コード

山添３公民館の
公式 LINE

固定資産税
国民健康保険税
介護保険料
後期高齢者医療保険料
納期限

村・県民税
国民健康保険税
後期高齢者医療保険料
納期限

　イベントカレンダーは、紙面作成の都合上、最新の情報発信ができないことから、今月号をもって掲載を終了
します。今後のイベントやお知らせにつきましては、リアルタイムで情報を発信している「山添つながりアプリ
めぇめぇ」や「公民館だより」をぜひご活用ください。
　「公民館だより」は、各公民館や役場に置いているほか、毎月新聞折込にて配布しております。また、山添３公
民館の公式 LINE でも、公民館だよりやイベント情報をご確認
いただけます。ぜひ、右記の二次元コードからご登録ください。
　ごみ収集日につきましては、各家庭に配布しております「家
庭ごみの分別・出し方ポスター」や、めぇめぇアプリの「ごみカ
レンダー」に掲載しておりますので、ご確認くださいますよう
お願いします。

リサイクル物品
回収日①

リサイクル物品
回収日②

園開放
「こども園きらりで
遊ぼう」

てんくるひろば
「さわってみよう
感触あそび」
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③ ①

④ ②

　
毎
月
11
日
は
人
権
を
確
か
め
あ
う
日

　
人
権
相
談
・
行
政
相
談
を
開
設
し
ま
す

▼
日
程　
８
月
10
日
（
月
）

▼
時
間　
午
前
９
時
〜
11
時
30
分

▼
場
所　
役
場　
会
議
室
１

－

４

問　
総
務
課

　
電
話
に
よ
る
人
権
相
談
・

　
行
政
相
談
を
ご
活
用
く
だ
さ
い

◎
人
権
相
談

　
み
ん
な
の
人
権
１
１
０
番

　
　
　
☎
０
５
７
０
・
０
０
３
・
１
１
０

問　
奈
良
地
方
法
務
局

◎
行
政
相
談

　
行
政
苦
情
１
１
０
番

　
　
　
☎
０
５
７
０
・
０
９
０
・
１
１
０

問　
奈
良
行
政
監
視
行
政
相
談
セ
ン
タ
ー

〔令和８年６月末現在 ( ) は前月比〕

山添村に住所がある人の動きを
表しています。

　永年、山添村のためにご尽力い
ただき、ありがとうございました。
　心よりご冥福をお祈り申し上げ
ます。
※ご遺族より、許可を得た方のみ、
掲載しています。

[５月届出 ]
南　谷　　　憲　  様
　　　　　  （94歳　大　塩）
[６月届出 ]
髙　森　咲　代　  様
　　　　　  （99歳　三ケ谷）
井　場　基　祐　  様
　　　　　  （83歳　勝　原）
浦　嶋　艶　子　  様
　　　　　  （95歳　中峰山）
巽　　　美須代　  様
　　　　　  （97歳　勝　原）
西久保　　　幸　  様
　　　　　  （92歳　岩　屋）

山
添
俳
句
教
室
〔 

七
月
句
会
よ
り 

〕

山
本
ヒ
ロ
子 

選

け
む

う
な
づ

き
し

い
ち
だ

わ
た
く
し
あ
め

は
つ
せ

ほ　

ら

と
か
げ

谷
村 

賢
二

西
岡
た
か
代

馬
場 

菜
摘

 

増
田 

笑
子

三
宅 

有
里

椋
本 
房
江

内
山 

勇
人

尾
上 

正
典

坂
上 

優
子

田
畑 

茂
代

た
か
ん
な

白　

梅

東　

直

秋　

桜

亀
谷 

敏
律

川　

蝉

山
本
ヒ
ロ
子

　　

「
　
夏
休
み
　
」

■
ピ
カ
ピ
カ
の
一
年
生
も
、
初
め
て
の
夏
休

み
を
迎
え
ま
し
た
。
遠
出
を
す
る
機
会
や

親
戚
の
人
た
ち
と
行
事
に
参
加
す
る
機
会
も

多
い
夏
休
み
も
、
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
て

し
ま
い
そ
う
で
す
。
一
句
に
し
て
み
た
い
、

そ
ん
な
夏
の
体
験
を
ぜ
ひ…

。

 

　
起
き
出
で
ぬ
夏
の
休
み
も
も
う
三
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　 
　 （
高
浜
虚
子
）

梅
雨
晴
間
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
に
誰
も
ゐ
ず

虫
送
り
果
て
て
山
河
は
真
暗
闇

雨
上
が
つ
た
よ
と
触
れ
飛
ぶ
時
鳥

昼
寝
覚
だ
れ
か
呼
び
た
る
声
残
る

夕
映
え
に
溶
け
ゆ
く
ご
と
し
百
日
紅

真
夜
中
は
真
夜
中
の
声
時
鳥

雨
音
の
リ
ズ
ム
に
合
は
す
田
植
歌

花
鉢
の
底
に
消
へ
た
る
青
蜥
蜴

五
月
雨
に
山
す
つ
ぽ
り
と
烟
り
け
り

私　
雨
止
む
や
虹
立
つ
や
も
知
れ
ず

ピ
カ
ピ
カ
の
ラ
ン
ド
セ
ル
乗
る
春
の
バ
ス

青
嵐
や
初
瀬
の
法
螺
の
音
高
く

足
取
り
も
軽
し
衣
を
更
へ
て
よ
り

自
然
派
の
蝿
取
リ
ボ
ン
今
二
匹

梅
雨
晴
や
真
青
の
空
に
雲
一
朶

よ
く
育
つ
胡
瓜
や
棚
の
軋
む
ほ
ど

頷
い
て
笹
百
合
風
に
応
へ
け
り
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　６月14 日、東豊地区で防災訓練
が実施されました。避難行動の確
認や、災害時を想定したさまざまな
訓練や展示を通じて、災害への備え
を地域ぐるみで確認する一日となり
ました。いざという時に大切なのは、
日頃からの備えと地域の支え合い。
この訓練が、防災について改めて考
えるきっかけとなりました。

　今年は、落語家の 笑福亭 学光 さんを講師にお
迎えし、ご講演いただきました。
　軽快で時には笑いを誘うような巧妙なトークの
中で、ご自身のさまざまなエピソードを交えなが
ら、人と人とのつながりや思いやりの大切さにつ
いて、分かりやすくお話しいただきました。
　参加者は、「人の心のあたたかさ」や、一人ひと
りの人権と尊厳を大切にすることの重要性につい
て理解を深め、差別のない、誰もが安心して暮ら
せる地域づくりについて考える貴重な機会となり
ました。


